
（事業目的）

（事業内容）

受益面積 17.6ha

受益戸数 40戸

主要工事 区画整理　17.6ha

総事業費 566,000千円（国 62.5% ,県 27.5%, 市町村 10%,地元 0%)

工　　期 令和３～９年度

（事業の進捗状況）

令和６年度末までに区画整理2.4haが完成している。

令和７年度末の事業費進捗率は85.3％となる。

（関連事業の進捗状況）

国営総合農地防災事業「那賀川地区」

令和６年度事業完了（幹線水路18.0km）

（社会経済情勢の変化）

（計画上重要な部分の変更の必要性の有無）

特になし。

（費用対効果の分析）

総費用便益費　＝　総便益　／　総費用　＝ [4%]

[2%]

[1%]

（受益農家，関係機関の意向）

（事業の実施方針）

継続して事業を実施する。

　地元受益者からは事業の早期完成を要望されている。

事業主体
徳島県 関係市町村 小松島市
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　　本地区は小松島市和田島町に広がる水田地帯であり、地区内では主に水稲を栽培して
　いる。
　　本地区内農地の区画は小さく、道路も狭小で大型農業機械の導入や規模拡大に支障を
　きたしている。また、農業用用排水路の老朽化が著しく、水管理や維持管理に多大な
　労力を費やしている状況である。
　　このため、区画整理を行い、営農条件の改善を図り、担い手に農地集積することに
　より、農業所得の向上と農業経営の安定を図ることを目的としている。
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  [社会的割引率]

1.65

事 業 名
ふ　り　が　な  わだじま

経営体育成基盤整備事業 地区・路線名 和田島地区

2.07

(

参
考

)

1.10

令和７年度　再評価調書

　　農業従事者の高齢化と農業後継者の不足及び農産物価格の低迷や諸資材費の高騰に
　より、農業を取り巻く情勢は厳しさを増しているが、本地区においては、担い手への
　農地集積及び集約による営農の大規模化及び効率化に取り組んでおり、農業経営の
　安定化を実現するためにも事業計画に沿って区画整理を進める必要がある。

１．令和７年度末までに区画整理13.7haが完成予定。
２．区画整理が完了した農地においては、担い手へ集積され営農の大規模化及び効率化が
　　実現している。


